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③資料作成・公開 Area13 
 
 
所蔵目録出版・バーコード化・広報企画事業（ニュースレター･概要･年報）（③情 05-06-1/5） 
 
目  的 

 企画情報部では各部・センターの研究成果を外部へ発信するために、『東京文化財研究所年報』『東京文化

財研究所概要』『東文研ニュース』を定期的に刊行し、かつホームページ上でも PDF ファイル形式で配信し
ている。また所蔵資料の目録編纂事業は第２期中期計画の中で 2冊の刊行を予定している。 
 
成  果 
1．広報企画事業 
（1）『東京文化財研究所年報』 
 プロジェクト研究、科学研究費や受託研究による研究の成果、その他、さまざまな研究会・研修など、昨

年度における研究所の活動すべてを網羅して報告した。編集に際しては編集委員会の協議を通じ、編集方針

を検討した（2007年 5月 31日発行、全280頁）。 
（2）『東京文化財研究所概要』 
 研究所の組織の紹介をはじめ、当該年度のプロジェクトや国際事業、国内事業、出版物などを視覚的にわ

かりやすく、日英 2 カ国語で紹介した。編集に際しては編集委員会の協議を通じ、編集方針を検討した。第
１四半期に刊行された。 
（3）『東文研ニュース』 
 研究所の研究活動のうち速報性と公共性の高い記事、文化財研究などを一般向けに解説したコラム、そし

て刊行物の案内などを四半期ごとに伝えた。平成 18年度のに刊行された 4冊は下記の通りである。 
  No.25 2006年 5月 31日発行 全16頁 記事 16件 図版 23件 コラム 1件 
  No.26 2006年 8月 31日発行 全16頁 記事 17件 図版 30件 コラム 1件 
  No.27 2006年 11月 30日発行 全16頁 記事 17件 図版 27件 コラム 2件 
  No.28 2007年 2月 28日発行 全20頁 記事 21件 図版 32件 コラム 2件 
（4）広報誌の配布 
 『東京文化財研究所年報』『東京文化財研究所概要』『東文研ニュース』は文部科学省・文化庁各部局、国

及び都道府県の美術館・博物館、そして文化財研究部門をもつ大学図書館に配布した。『東京文化財研究所

概要』は黒田記念館や研究所で一般向けに配布を行った。とくに『東文研ニュース』は従来、研究所の資料

閲覧室や黒田記念館で配布していたが、さらに大分県立歴史博物館、九州国立博物館、京都国立博物館、東

京芸術大学美術館、東京国立博物館、奈良国立博物館でも一般向けに配布を進めた。 
（5）パネル展示 
 プロジェクト研究「高精細デジタル画像の応用に関する調査研究」の一環として、出光美術館蔵『伴大納

言絵巻』について同館と共同調査を行った。研究成果の一部を公表するため、パネルを製作し、2006 年 10
月 18日より研究所 1階エントランスホールにおいて展示した。 
2．所蔵目録の刊行 
 『東京文化財研究所蔵書目録 7 外国語雑誌（韓文・中文・欧文）編』の刊行に向け、データ 617 件の校
正を行った。 
 
研究組織 
○三浦定俊、勝木言一郎、山梨絵美子、皿井舞、江村知子、城野誠治、中村節子、中村明子、井上さやか、

鳥光美佳子（以上、企画情報部） 




